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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：11/24（金）17：15～　　場所：2階　会議室
テーマ：「処遇制限について」　　　講師：上野　雅人Ns
対象：看護・介護（新人・初級・中級）

・看護グループ内研修があります。

日　時：11月27日（月）～11月30日（木）の4日間
時　間：17：20～
場　所：病院2階　会議室
テーマ：「高齢者用アルコール依存症治療プログラムについて」
講　師：小川CP、小嶋SGM
対　象：看護職員
当日の出欠予定の入力は各自で行うこと。

看護課共有→一般研修→出席表（高齢者用アルコール依存症治療プログラム）
※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入すること。
※資料は配布しないので、各自筆記用具を持参すること。

・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22（水）19：00～20：30

　場所：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

・インフルエンザ対策について

掲示板の内容を各自確認し、インフルエンザ予防を心がけること。
・延期になっていたインフルエンザの予防接種の予定日について

日時：12/11（月）・19（火）15：00～16：00

場所：4階ユーティリティホール

料金：無料（予約制）

※接種予約が必要となる。（12/6（水）まで）

　予約方法：WIZ感染委員会→インフルエンザ予防接種→名簿→★病院職員★
　業務の都合により、指定された日時に行えない場合には、2人1組のペアで予防接種を行うこと。
・賞与評価について

　行動観察メモを作成し、11/22（水）までに小嶋SGMにメールで提出すること。

　11/15までの、外部研修、委員会などについて自己アピールできることを記入すること。

・勤務変更について

　11/23・24　ナイトケア：慶長→菅原　　　　
11/30　斎藤：ナイトケア→日勤　　　菅原：年休　　　ナイトケア：慶長　
　12/7　工藤：デイケア→年休

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～1/15（水）定期訪問実施。2回リスパダールを服用したと話している。11/14（火）はデイケア利用中に服用したとのこと。11/27（月）は眼科受診予定となっている。最近夕暮れが早くなり、寂しくなり、弟や叔母に電話したくなるが、別のことで気を紛らわせるようにして、電話をかけないで済ませることができている。
・森田　清助　様～3週間位前より腰痛があり、11/15（水）整形外科受診している。レントゲン検査の結果、異常所見はないとのことで、湿布と内服薬（カロナール）処方されている。青南病院からの処方薬と混ぜて服用しないようにとの指示がある。買い物はラピアを利用しており、タクシーを利用していると話している。尻内にいる兄様が倒れたが、腰の痛みがあり、様子を見に行けないでいると話しており、南郷にいる兄様に相談してみるよう伝えている。また、腰痛により生活に支障がある場合には、ヘルパーや配食サービスの利用も検討してみるよう伝えている。
・平　京子　　様～11/15（水）青南病院受診後、来所しており、主治医より年内で退職することになったので、月曜日か水曜日に変更してもらえないかと言われたので、月曜日にしようかと思っていると話している。デイケアは月曜日を隔週で利用し、水曜日は全部休みにしようと思っているとのこと。11/18（土）定期訪問実施。今週はデイケアを3日休んだ、11/23（木）は祝日プログラムだが、シチューをご飯にかけて食べるのが嫌なので、行かないと話している。
　　　　　　　　　⇒外来日を変更し、隔週の月曜日と水曜日を休みにしても構わないが、現状で、休みがちとなっていて、出席率が50％位の時もあり、休みの日に用事を済ませて、他の日はデイケアに参加するようにし、利用日に休む時は、本来休みとしていた日に利用するようにし、出席率の向上を目指していくようにしないと、ずるずる休むようになってしまう恐れがあるため、本人とよく話し合い、休みをどうするか決めていく。

・福井　彩　　様～11/16（木）八戸赤十字病院婦人科受診後、来所している。エコー検査、尿検査では特に問題なかった、6ヵ月に入ったと話している。最近は、一度に多くは食べられないので、5回に分けて食べている。眠気が強いことを話したら、眠ってよいと言われたとのこと。次回12/14（木）からは2週間毎の受診になる、今度、母親学級があり参加することになるが、知らない人と会うのが不安だと話している。家を購入する件は両方の親にも話し、了解をもらったとのこと。
⇒デイケア来所時、東海林紀子様との付き合いについて悩んでいると話している。自宅に遊びに来るのは構わないが、飲酒や喫煙をしない約束をしているにもかかわらず、タバコを吸いたがり、約束したことを話すと不機嫌そうな態度をとられ、イライラする自分が嫌になると話している。

・我満　望　　様～プラーナの体験利用の日程が決定し、12/11（月）～12/15（金）13：30～15：00となる。初日はオリエンテーションがあるため、13：15までに来てほしいとのこと。
・佐羽内　裕亮様～11/18（土）の青明者の行事に参加している。

・野月　利章　様～デイナイトケアより情報提供している。11/6（月）に来所した際、今後は週一回月曜日だけの利用でも通所する機会を増やせるよう声掛けを行っていたが、本日、本人、母様から欠席の連絡がない状態である。本人の携帯に連絡すると繋がり、母様が休みとのことで、午後来所すると話している。来所した際には週一回月曜日に来所するよう促していくことと、来所しなければ、青陽館スタッフが自宅訪問することを伝えていく。
＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～膝の痛みが続きており、整形外科受診しているが、本人が診察の際にうまく伝えられていないようであり、世話人より受診同行を打診すると、希望するため、次回12月末には世話人が受診に同行する予定。
⇒デイケア来所時、悠湯の里空いてるんですよ、入ろうかと思うと話して来ることあるが、姉様や主治医に相談し、了解を得なければならないことを伝えると、いいですと話している。整形外科受診しているが、医師の説明を理解できておらず、自分に都合の良いように捉えている面もあるので、受診同行した際、筋トレを行う際に可動域制限はないか、また、本人が毎日できるような運動もいくつか紹介してもらえれば、来所時に行えるので、お願いしたい。

・古舘　ヨリ　様～11/14（火）整形外科受診している。週末はよこまちストアに歩いて買い物に行っている。

・繁名　和恵　様～11/15（水）腹痛訴え、下痢気味で、水様便あり内科受診している。風邪症状も見られている。

・船場　幸子　様～11/15（水）にグループホームの水道工事のごみについて保留となっているものを冨田紀子様が捨てようとしており、声を掛けたが、逆に怒られてしまい、また、鼻歌まじりに調理をしていることにも「歌うなら部屋で歌ったら」と言われたことに対し、週末、冨田紀子様を見る目つきに鋭さが見られている。

　　　　　　　　　⇒11/17（金）の来所時、プログラムさん家事に拒否するような発言や表情の硬さが見られている。古舘ヨリ様が冨田紀子様と諍いがあったことをスタッフに話している。

・下妻　康貴　様～11/15（水）、グループホーム新築の件について、面談を実施している。自身の気持ちの整理がまだついていないようで、モヤモヤしていると話している。今後も、何度か面談を重ねて、本人の意向を確認していく。
・関　秀治　　様～11/13（月）、グループホーム新築の件について、面談を実施している。新しいグループホームに移るつもりだが、グループホーム入居時にずっと居られると説明されていたが、居られなくなり残念だと話している。

・番沢　政勝　様～11/13（月）、歯科受診しており、11/27（月）に抜歯、11/28（火）に抜歯箇所の消毒後、傷口が固まるのを待って、2ヵ月後にブリッジをかける予定となり、その間は他の虫歯を治療していく。11/12（日）、グループホーム新築の件について面談を実施している。歯の治療にもお金がかかるので、経済的な面について不安を感じているような発言聞かれている。

・若松　邦生　様～11/16（木）、グループホーム新築の件について面談を実施している。グループホームを出て一人暮らしをするよりも、まずは就労先を決めてはどうかと話すと、了承している。先週は勉強が思うように進まず、気分の落ち込みもあったが、本日は大丈夫と話している。また、11/11（土）、11/16（木）の夕食後薬を忘薬している。忘薬の原因としては、仕事の話が進んできたことと、プログラムで司会役を行って疲れて寝てしまったと話している。
　　　　　　　　　⇒仕事については、職場見学をしており、頑張りたいと話しているが、環境変化に弱く、病状が不安定で、他罰的な面もあるため、精神的な負担が大きくなり過ぎないよう関わっていく。11/24（金）16時過ぎにハローワークの担当者とモデル事業の話をする予定。
・村上　元道　様～11/22（水）、グループホーム新築の件について、面談予定となっている。11/18（土）より気分高揚している様子が見られている。11/20（月）A型就労施設3カ所の見学を実施している。
・藤村　翔　　様～幻聴が聞こえており、主治医にもそのことは伝えていると話している。11/16（木）世話人が訪問すると、部屋からうなり声のような音が聞こえている。幻聴に左右された行動はないため、経過観察中となっている。
・坂本　秀男　様～世話人訪問時、うつむいて話を聞いており、グループホームの特定の入居者にからかわれたり、変な名前で呼ばれて嫌だと話している。
⇒デイケア利用時は、特定利用者（浜辺信明様）と交流しており、プログラムへは拒否なく参加しているが、プログラム中に居眠りすることある。
・大下　伸治　様～11/17（木）知能検査実施している。11/28（火）、ハローワークに行ってくると話しており、世話員と特定相談担当者が同行することとしている。本人に間食について尋ねると、パンと牛乳と話しているがレシートを確認すると、ポテトチップスとアンドーナッツ、ココアを購入している。
※グループホームあおぞらの水道工事は無事終了。
※グループホーム新築に伴い、グループホーム「あおば」「あおめ」入居者と面談を実施している。入居者に動きがあれば連絡いただきたい。
＜利用者様情報＞

デイケア

・石井　幸子　様～11/17(金)のように勝手に荷物を持って外に行こうとすることはなく、靴下を履いていないため理由を尋ねると「盗られると思ってポケットに入れてます」と答えており、履いた方が盗られる心配がないのではないかと伝えるが「大丈夫です」と答えている。また、自身の携帯電話を耳に当て黙っていることがあり、携帯電話について病棟スタッフに確認すると使用できない携帯電話を持っているとの事である。今後も言動を観察し外に出る等衝動的な行動が無いよう見守っていく。
・寺地　啓喜　様～先週デイケアを欠席していたが、本日来所しており、体調不良の状況を質問している。「風邪っぽい感じですけど、良くもなく悪くもなく、普通ですよ」と表情穏やかに話しており、体調不良は問題ないとのこと。表情穏やかに返答しており、何か不安や問題がある際には相談するよう促すと「わかりました、その際はよろしくお願いします」と話している。デイケアでは自分から運動療法に参加しており、自分のペースで身体を動かすことができている。

・松倉　健一　様～定時になっても来所しておらず、所在確認の為、自宅に電話連絡している。本人が出ており、デイケアに来ていない理由について尋ねると、今から行きますと話していたが、13時を過ぎても来所することはない。引き続き、本人、家族に連絡を取っていく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～トイレに籠っていることが多いが、出てくると以降は途中退席なくプログラムに参加しており、休憩時間等は外を見て過ごしているが、外出要求はなく、「外は寒いから行かないよ」と話している。常にコップを持ち歩いており、多飲水傾向が見られる為、都度介入している。午後も飲水量に注意し、適宜介入していく。
・吉田　キクエ様～土日の過ごし方について尋ねると、「息子と妹が来てくれたんだよ」と面会があったことを笑顔で報告しており、久しぶりに顔を見れて安心したとのこと。面会の際に、今後のことについて「死ぬまでは青風荘にいれないから、一人暮らしをしたい」と話をしたが聞き入れてもらえなかったとのこと。今後のことは、青風荘スタッフにも相談するように伝えると頷いている。上記内容を青風荘へ情報提供し、今後の本人の訴えを傾聴していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、土日は他者への過干渉や、声高、多弁気味の傾向がある為、振り返りを行っていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、昨日青風荘で振り返りをしたことを話しており、「どうしても声高に話してしまうんだよ」と、自分自身を反省している様子が窺える。他者に一方的に話し掛けることや、過干渉になることがあり介入している。上記内容を青風荘へ情報提供し、今後も過干渉や多弁な様子窺えた際には適宜介入していく。
ナイトケア
・村上　元道　様～11/17（金）、本人より、今後のナイトケア利用について「あんまり利用できなくなるかもしれない」との話があり、詳細を質問している。理由は今後就労継続支援A型の施設利用が開始されると、忙しくなるから来れなくなるとのこと。新しい施設での就労を開始した場合、今まで働いてきた内容よりも厳しくなることや、時間や生活の管理をさらにしなくてはいけないことを説明すると「そうなの？」と笑いながら聞いている。大変になった際に、仕事や生活のことを相談する場を確保する為にも、ナイトケアは無理のない範囲で継続利用するよう提案すると「その方がいいね」と話している。今後の仕事については、特に心配や不安はないとのことで、何か感じた際には無理せず相談するよう促している。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（坂本　秀男　様）　

実施日：H29年11月20日（月）13：00～13：30

担当チーム：田中

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	坂本　秀男様
	性別
	男
	年齢
	70
	生年月日
	S23.4.7

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	家族希望
	現在の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計1回（最終：H6年7月9日～H26年11月26日）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.1～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：グループホーム　あおみ
	家族構成：兄・甥

	利用制度
	自立支援受給中　障害基礎年金1級

	備考：事例検討に必要な情報を記載

・H6.7.2頃より誰とも口を聞かなくなり、眼光鋭くなる。パチンコ店へ自転車で頻回に通うようになり、H6.7.4～H6.7.5トイレに篭って分けのわからない事を絶叫する・朝起きられない・易怒的等本人の行動に変化があり、絶叫してはダンボールに閉じこもる・物を振り回す等の行動が持続した為、H6.7.9兄同伴で当院受診し、医療保護入院となる。入院治療の必要性に対する理解が得られる状態となった為、H6.7.18任意入院へ切り替えとなる。
・H26.11.26退院、青山荘へ入所。
・H28.11.30青山荘退所に伴い、日中の活動場所としてデイケア利用を希望している。
　H28.9.16からデイケア体験利用を開始し、正式利用に向けて体験利用を繰り返し実施している。
・退院後も定期受診継続し、病状は安定している。



【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持していく。
	①生活において問題が生じた際に対処できるようになる
	①何か不安や悩みがある際には自分からスタッフに相談できるようになる。相談時に早期解消の為の方法をスタッフと一緒に検討し、実践できるようになる。
	①不安や問題がある際には自分から相談できるようになる。また、質問された際には自身の気持ちを表現出来るようになる。スタッフは来所時に本人へ声をかけ、不安や問題の有無を確認していく。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。

	
	②出来る活動を行い、活動性を維持できるようになる
	②運動療法や各種プログラムに参加し、活動性を維持する。
	②自分から運動療法に参加することで、活動する時間を増やし、活動性の維持を図る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①生活において問題が生じた際に対処できるようになる
	・H28.11.1から利用開始。
・自身の不安や悩み、問題などを自ら話してくることは少ない。上記以外にも、日常的な会話などスタッフ、他利用者関わらず自ら話し掛けることはほとんど見られない。
・自身の不調については「何年も落ち着いているから、不調の時がどんな状態なのか分からない」と話している。
	・自身の不調については、現在はないと話しているが環境が変わることにより精神的な変化も考えられるため、自身の病状を把握できるよう関わりを持って行く。また、生活の場が変わったことにより、今後不安や悩みなどが出てくる可能性があるため定期的な面談を行い本人から話せる環境を作っていく。

⇒本人から相談をしてくる事はないので、定期的に面談を行う

	②出来る活動を行い、活動性を維持できるようになる
	・プログラムへの参加については、体験利用を重ねていたこともあり、「大丈夫です」と話し混乱など無く参加している。
・興味のあることや取り組んでみたいことなどは「特にないです」と話しプログラム参加は受動的。参加に対し、拒否は無い。

	・面談などから興味のあることなどを引き出し、プログラム取りいれていく。
・運動の希望が聞かれているため、エアロビクスなど運動プログラムへ参加し活動性の維持を図っている。

⇒興味・関心の拡大が図れるようにし能動的に活動に参加できるようにする


＜今後の関わりについて＞

グループホームでの生活

・預金20万を部屋に置いている。世話人に盗難被害や火事などトラブル防止のため預金するよう何度も言われているが拒否し表情硬くなる。

対策）グループホームでの自分で持っているお金の上限を作りそれに従ってもらう方針

・服薬確認を行い病状の管理を行っていく。忘薬が一度あったがその後は夜と朝の分を見せている。

・役場での用事や銀行でのお金の出し入れなど自分で公共機関に行って済ませることができる

・あだ名で呼ばれることはストレスに感じている。あだ名の由来は不明。

デイケアでの関わりについて

・運動を続けていることを評価されるとうれしそうにすることが多いので、今後も本人の励みになるような声がけを続けていく

・病状は現在安定しているが管理を継続する

・プログラム参加が受動的になっているので、今後興味・関心の拡大が図れるようにし能動的に活動に参加できるようし活動性の向上を図る

・本人から相談をしてくる事はないので、定期的に面談を行い、悩んでいることや困っていることがあったら相談に乗ったり、今後もデイケアを休まずに継続できるよう声がけする

・看護学生に自分から話しかけ楽しそうに会話していることがある。

